
 
 

用語の解説 

１）住宅ローンの金利タイプ 

①全期間固定金利型 

融資の契約時に返済期間の金利が確定していることから総返済額が確定しているもの

で、全期間金利が一定のものあるいはある時期から金利が変わる段階金利のものをいう。 

②固定金利期間選択型 

返済期間のうち、当初一定期間（1 年以上）の金利が固定されているもの（当初 1年以上

の金利が固定され、その後定期的に金利を見直すものも含む。例えば 3 年ごとに金利を見

直すもの等）をいう。 

③証券化ローン（フラット３５等） 

住宅金融支援機構による証券化支援（フラット３５等）を活用し、又はフラット３５等

以外の証券化により売却済みの住宅ローンをいう。 

④変動金利型 

①、②及び③以外のものをいう。 

 

２）住宅ローン商品 

①上限金利特約付き（金利キャップ特約付き） 

変動金利型の住宅ローンにおいて、適用される金利があらかじめ設定された上限金利を

超えることがない特約を設けた商品。 

②預金残高連動型 

住宅ローン残高から普通預金残高を差し引いた金額に対して住宅ローン金利がかかる商

品。 

③申込時金利を適用可能型 

申込時以降に金利変動があり、その後に融資実行する場合において、申込時の金利の適

用を認める融資（申込時、実行時のどちらかの金利を選べる場合も含む。） 

④疾病保障付き 

住宅ローン返済中に特定の疾病にかかった場合、一定の条件のもと住宅ローンが保険金

により完済される商品。 

⑤リバースモーゲージ 

所有する住宅を担保に融資を受け、利用者（高齢者等）の死亡等で契約が終了したとき

に、担保不動産の処分等によって元金又は元利一括返済する融資。 

⑥ノンリコースローン 

返済資金は融資対象物件の賃貸収入や売却収入だけを充当するなど、債務履行のための

責任財産が融資対象に限定されることを契約に盛り込んだ融資。 

⑦ホームエクイティローン 

住宅の評価額から既存のローン債務を引いた残りの正味資産の部分を担保に行う融資。 

⑧リフォーム一体型ローン 

既存（中古）住宅購入時に、購入に係る費用とリフォームに係る費用を一括して融資す

る商品。 


